


















 

はじめに 

健診,保健指導のあり方として,その 11)(昭 49)で,母子衛生行政との関連にお

ける,農村母子保健管理システムの中の位置づけとして,モデル町神岡町の実態

と試みを通し,その効果と問題点を指摘した。 

今年度は,今後の市町村母子保健サービスの効果的あり方を考える目的で,①本

県で行なっているこれまでの各種サービスの主なるものと,秋田県市町村乳児

死亡率との関連,②乳児健診に対する母親の態度の変化(5 年前の状況との比

較),③モデル地区における乳児健診方式の改善の試みを行った。 


